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羅臼町栄町 ８７－２１２９

2月2日（火）羅臼・春松両幼稚
園で、｢豆まき会」が行われました。
今年の節分は、124年ぶりとな

る2月2日となりました。いつもは、
2月3日に行われていたのでなんと
なく違和感を感じてしまいます。

節分は、各季節の始まりの日（立春・立夏・立秋・立冬）の前日のことです。
節分は1年に4回あることになります。江戸時代以降は、特に立春の（毎年2月4
日頃）の前日を指す場合が多いそうです。
羅臼・春松両幼稚園では、豆まきの歌を歌い、先生の節分のお話を聞いてか

ら豆まきの準備をして始めました。
羅臼幼稚園では赤鬼が、春松幼稚園では緑鬼が現れたようでした。｢鬼は、外｣

と大きな声を出して、豆を投げつけていたようです。また、｢がんばったけど、
怖かったよ。｣との声も聞かれました。
鬼の恐ろしさに泣き出してしまう子もいました。そんなお友達をやさしく慰

めてあげるお友達もいたようです。
子ども達は自分の心の中の悪い鬼をやっつけようと、怖いけれども我慢して

鬼を退治していたようです。
鬼退治をしてからは、みんなで記念写真を撮って、豆まき会は終わりました。
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幼稚園・小学校・中学校・高校の令和２年度の取り組み






